
エ
ナ
メ
ル
質
は
、
歯
冠
相
当
部
を
占
め
、
エ
ナ
メ
ル
小
柱
、
小

柱
間
質
、
小
柱
鞘
で
構
成
さ
れ
る
硬
組
織
で
あ
る
。
モ
ー
ス
の
硬

度
計
で
６
～
７
度
、
ハ
イ
ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
を
中
心
と
す
る

無
機
質
が
妬
～
兜
％
、
有
機
質
が
１
～
２
％
、
水
分
が
１
～
２
％

で
、
生
体
で
最
も
硬
い
組
織
で
あ
る
と
同
時
に
、
細
胞
、
コ
ラ
ー

ゲ
ン
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
特
異
な
組
織
で
あ
る
。
エ
ナ
メ
ル
質

研
究
は
、
エ
ナ
メ
ル
質
が
動
物
の
ど
の
段
階
か
ら
進
化
が
進
ん
で

き
た
の
か
を
中
心
に
検
討
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
歯
科
医

学
、
動
物
学
、
人
類
学
の
学
際
的
領
域
で
行
な
わ
れ
て
き
た
。
特

に
脊
椎
動
物
の
進
化
を
考
え
る
う
え
に
お
い
て
、
歯
の
硬
組
織
の

占
め
る
割
合
は
、
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
エ
ナ
メ

ル
質
の
観
察
方
法
は
、
①
歯
冠
の
形
態
、
②
組
織
学
的
な
構
造
、

③
化
学
的
組
成
、
④
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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エ
ナ
メ
ル
質
微
細
構
造
の
歴
史

西
巻

明

彦

エ
ナ
メ
ル
質
と
象
牙
質
を
区
別
し
た
古
代
、
中
世
の
医
学
者
は
、

ス
シ
ュ
ル
タ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ア
ピ
セ
ン
ナ
な
ど
が
い
る
。

こ
の
う
ち
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
「
動
物
部
分
論
」
第
２
章
第
９

巻
（
紀
元
前
四
世
紀
）
の
中
で
、
エ
ナ
メ
ル
質
を
、
①
所
属
動
物
体

の
保
護
、
②
食
物
の
加
工
、
③
闘
争
用
の
武
器
と
し
て
の
作
用
が

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
エ
ナ
メ
ル
質
は
、
外
胚
葉
由
来
で
あ
り
、

保
護
と
い
う
点
に
注
目
し
た
の
は
卓
見
と
言
え
る
。

エ
ウ
ス
タ
キ
オ
は
、
「
歯
に
つ
い
て
の
小
冊
子
」
（
一
五
六
三
年
）

の
中
で
、
エ
ナ
メ
ル
質
と
象
牙
質
の
命
名
は
な
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
区
別
は
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ホ
フ
マ
ン
氏
に
よ
れ
ば
エ
ウ

ス
タ
キ
オ
は
比
較
解
剖
学
の
父
と
も
言
わ
れ
、
流
産
児
、
幼
児
、

動
物
の
子
を
調
査
し
た
結
果
、
歯
小
嚢
と
歯
牙
の
最
上
部
か
ら
エ

ナ
メ
ル
質
、
象
牙
質
が
発
生
す
る
こ
と
を
解
明
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
エ
ナ
メ
ル
質
研
究
が
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
、
動
物
学
、

比
較
解
剖
学
、
形
成
の
メ
カ
’
一
ズ
ム
に
研
究
対
象
が
向
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ピ
エ
ー
ル
・
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
は
「
歯
科
外
科
医
」
第
２
版
（
一
七

四
六
年
）
の
中
で
、
エ
ナ
メ
ル
質
に
対
し
て
、
「
①
エ
ナ
メ
ル
質
は

無
数
の
細
い
線
維
か
ら
な
っ
て
い
る
。
②
線
維
の
屈
曲
が
機
械
的
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強
度
を
保
持
す
る
。
③
エ
ナ
メ
ル
質
の
線
維
は
一
度
形
成
さ
れ
る

と
も
は
や
修
復
せ
ず
、
熱
や
冷
刺
激
に
敏
感
に
な
る
。
」
と
記
し
て

い
る
。
さ
ら
に
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
タ
ー
は
、
「
人
の
歯
の
博
物
学
」
二

七
七
一
年
）
の
中
で
、
エ
ナ
メ
ル
質
は
歯
冠
部
を
お
お
う
線
条
構
造

物
で
硬
い
組
織
で
、
ア
ー
チ
状
の
も
の
も
認
め
ら
れ
、
エ
ナ
メ
ル

質
は
体
液
が
循
環
し
て
い
な
い
な
ど
、
比
較
的
今
日
に
近
い
見
解

を
と
っ
て
い
る
。
エ
ナ
メ
ル
質
の
強
化
機
構
と
し
て
、
マ
ル
ピ
ー

ギ
（
一
六
六
一
年
）
ハ
ッ
バ
ー
ス
（
一
六
八
九
年
）
、
ハ
ン
タ
ー
（
一

七
七
一
年
）
、
ブ
レ
ー
ク
（
一
七
八
九
年
）
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
（
一
八
○

○
年
）
な
ど
が
、
今
日
に
お
け
る
ハ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
条
紋

を
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ⅳ
世
紀
ま
で
の
マ
ク
ロ
解
剖

学
的
側
面
か
ら
研
究
対
象
が
ミ
ク
ロ
解
剖
学
的
側
面
へ
と
し
だ
い

に
移
行
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
エ
ナ
メ
ル
葉
、

エ
ナ
メ
ル
叢
、
エ
ナ
メ
ル
紡
錐
な
ど
の
微
細
構
造
は
、
四
世
紀
後

半
、
顕
微
鏡
の
発
達
と
と
も
に
、
し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い

っ
た
。
し
か
し
、
エ
ナ
メ
ル
葉
、
エ
ナ
メ
ル
叢
な
ど
の
微
細
構
造

が
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
今
日
不
明
な
点
が
多
々
あ
る
の

が
実
状
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
象
牙
質
研
究
と
同
様
、
硬
組
織
研
究

の
煩
雑
さ
、
研
究
者
の
数
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
全
面
解
析
が
別

世
紀
に
お
い
て
、
か
な
ら
ず
し
も
医
学
領
域
の
よ
う
に
急
速
に
進

ん
で
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
・
医
の
博
物
鐺
〉
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